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昨年12月より開始した当会初の試みである透析医療支援が、利尻島国保中央病院の後任の技士も決ま

り4月4日をもって無事終了することができました。これまでに、参加・ご協力いただいた会員の皆様、

ならびに支援者を支えて頂いた職場の皆様におかれましては、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

また、今後も同様な事態に対応する活動を行っていきますので、支援参加募集を行うおりには会員皆様

の参加・ご協力よろしくお願致します。 

 

利尻島国保中央病院への透析医療支援無事終了 

第 18回日本心血管インターベンション治療学会 
学術集会 ： CVIT 2009 

■会期 ： 2009年（平成 21年）6月 25日(木)～27日(土) 
■会場 ： ロイトン札幌 
         〒060-0001 札幌市中央区北 1条西 11丁目 
                            TEL 011-271-2711  FAX 011-207-3344 

北海道厚生年金会館 
         〒060-0001 札幌市中央区北 1条西 12丁目 
                            TEL 011-231-9551  FAX 011-261-1704 

学術集会名称が「第 18回日本心血管インターベンション学会 ／ 第 9回日本心血管カテーテ
ル治療学会 合同学術集会(JSIC JACCT)」改め、「第 18回日本心血管インターベンション治療
学会 学術集会：CVIT2009」となりました。 

下記日程で CVIT 2009 が開催されます。詳細は下記 CVIT 2009 ホームページまたは（社）北
海道臨床工学技士会ホームページをご覧ください。 

CVIT 2009 Homepage     http://www.jsic-h.com/CVIT2009/japanese/index.htm 
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のおしらせ 

日時 ： 平成 21 年 7月 25 日（土） 

会場 ： 大雪クリスタルホール（レセプションルーム） 

            旭川市神楽 3条 7丁目 

                 Tel  0166-69-2000 

申込方法 ： 道臨工HP 申込フォームまたは FAX 

申込締切 ： 7 月 17日（金） 

ただし定員になり次第締め切り 

 

これまで毎年開催されておりました小林製薬共催の

電気メス安全セミナーが、今年は北海道手術室安全セ

ミナーと名称を変更し旭川で開催されます。皆様多数

の参加をお願いいたします。 

１．概要 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）については、平成１６

年７月に救命の現場に居合わせた市民による使用の取

扱いを示して以降、国内において急速に普及しており

ます（平成２０年１２月現在の推計：約２０万台弱）。 

一方で、ＡＥＤは、適切な管理が行われなければ、人

の生命及び健康に重大な影響を与えるおそれがある医

療機器です。 

これらを踏まえ、今般、ＡＥＤの適切な管理等を徹底

するため、ＡＥＤの設置者等に対して日常点検や消耗

品の管理等の実施を呼び掛けるものです。 

 

２．ＡＥＤの設置者等にお願いしたい事項 

「ＡＥＤの設置者等が行うべき事項等」（参考資料（１）

別紙）を取りまとめ、４月１６日に、各都道府県知事等あ

て通知を発出しました。 

 

その主な内容は、以下のとおりです。 
 
1) 日常点検等の実施について 
ＡＥＤの設置者は、設置したＡＥＤの「点検担当者」

を配置し、次に掲げる日常点検等を実施させてくださ

い。 

・ＡＥＤのインジケータの表示を日常的に確認するこ

と。 

・消耗品（電極パッド及びバッテリ。以下同じ。）の交

換時期を表示ラベルにより確認し、適切に交換するこ

と。 
 
２）ＡＥＤの設置情報の登録について 

ＡＥＤの設置場所についての情報を共有し、その

普及を図るとともに、製造販売業者からのＡＥＤに関

する安全性情報（回収情報等）を迅速に提供するた

めにも、ＡＥＤの設置情報の登録を積極的に行ってく

ださい。登録いただいた設置情報は、非公開とするこ

とも可能です。 

なお、登録方法等につきましては、お手持ちのＡＥ

Ｄの購入店又は製造販売業者へお問い合わせくださ

い。 

 

（参考）ＡＥＤ設置場所検索ホームページ（財団法人

日本救急医療財団）ＵＲＬ 

http://www.qqzaidan.jp/AED/aed.htm 

 

３．その他 

ＡＥＤの製造販売業者に対して、本対策を実施す

るために必要な資材や関連する情報をＡＥＤの設置

者等に提供するよう依頼しております。（参考資料

（１）別添１参照） 

現在、各製造販売業者において、表示ラベル等の

配布に向けて準備しており、順次、対応がなされ

る予定です。 
 
（参考資料） 

（１）各都道府県知事あて平成２１年４月１６日付け医

政発第0416001号・薬食発第0416001号厚生労働省

医政局長・医薬食品局長通知「自動体外式除細動器

（ＡＥＤ）の適切な管理等の実施について（注意喚起

及び関係団体への周知依頼）」 (PDF:161KB) 

（２）「ＡＥＤの点検をしていますか？」(PDF:127KB) 

（３）ＡＥＤの適切な管理等の実施に関するＱ＆Ａ 

(PDF:139KB) 

（４）ＡＥＤ製品一覧 (PDF:127KB) 

（５）ＡＥＤの主な設置施設等一覧 (PDF:48KB) 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の 
適切な管理等の実施について 

厚生労働省より自動体外除細動装置の管理運

用において、設置者等に対して以下の内容で通

達が出ております。 
詳細は厚生労働省ホームページ 

（http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/04/h0401-4.html）  

をご覧ください。 
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 ◆RM ニュース◆ 
 
＜医療ミスで患者が昏睡状態＞ 
鹿児島県の病院は 5 日、2 月に実施した 70 代男

性患者の心臓手術に際し、人工心肺装置の取り扱

いをめぐる医療ミスで脳に送る血液に空気が混入、

男性が重い脳梗塞（こうそく）になったと発表した。男

性は現在も昏睡（こんすい）状態が続いている。 

 病院はミスを受け、人工心肺装置を使う手術を緊
急時以外は当面中止した。マニュアルの見直しやセ

ンサー設置などの安全確保策を取るとしている。 

同病院によると、2 月 23 日、男性の左心室の弁を

人工弁に交換する手術を実施。弁交換を終え人工

心肺装置を外す際に、臨床工学技士が装置の血流

をコントロールする鉗子（かんし）の一部を外すのを

忘れ、脳に送られる血液に空気が混入した。 

日本体外循環技術医学会のガイドラインは、空気

の混入を防ぐため人工心肺装置の「貯血槽」に血液

量を監視するセンサーを設置するよう求めている

が、同病院では目視だけで確認していた。 

記者会見した院長は「患者の家族には事情を説

明し、謝罪した。起こり得るミスを防ぐ手だてが不足

していた」と陳謝した。 

（3 月 6日：共同通信社） 

 
 
＜手術中にやけど、両脚切断＞ 
北海道は28日、道内の病院で1月、80代の男性
が腹部大動脈瘤の手術中、体温低下を防ぐ機器の
接続ミスが原因で 36-40 度の温風を両脚に直接受
け、低温やけどを負う事故が起きたと発表した。病院
側は冷却処置などを行ったが損傷がひどく、男性は
別の病院で両脚を切断した。 

男性は現在、リハビリ治療中で、記者会見した院
長は「大変申し訳ない。誠心誠意補償していく」と謝
罪した。 
道などによると、1 月 14 日の手術終了直前、男性
の両脚の皮膚がはく離したり、変色しているのを医
師らが発見。温風送風機の送風管と温風を受け入

れる器具（ブランケット）の接続部分がずれており、
男性の両脚に4時間弱、温風が直接当たっていたと
いう。 
ブランケットは本来、手術のたびに交換することに
なっているが、同病院では慣例的に再利用。さらに
看護師らは手術前から接続部分が一部はがれてい

るのに気付きながら使用したという。院長は「ブラン
ケットが温風で膨らんだのでそのまま使用した。危機
意識がなかった」と説明した。 

（4月 28日：共同通信社） 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。皆

様多数の参加をお願いいたします。詳細は（社）北

海道臨床工学技士会ホームページまたは各記載

の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 
2009 年  6 月 6 日（土）10:00 ～ 16:00 

「2009 年ドレーゲルアカデミー」 

 会場 旭川赤十字病院 大講堂 

          旭川市曙 1条 1丁目 
****************************************** 
2009 年  6 月 13 日（土）13:30 ～ 17:30 

「北海道急性血液浄化研究会」 

 会場 北海道厚生年金会館 

          札幌市中央区北一条西 12 丁目 
****************************************** 
2009 年  6 月 14 日（日） 

「医療機器安全基礎講習会」 

 会場 北海道大学 医学部 臨床大講堂 

        札幌市北区北 14 条西 5丁目 
****************************************** 
2009 年  6 月 20 日（土）～ 21 日（日） 

「第 20 回日本サイコネフロロジー研究会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

          札幌市白石区東札幌 6条西 1丁目 

http://www.sk-clinic.jp/newpage35g.html 
****************************************** 
2009 年  6 月 25 日（木）～27 日（土） 

「第 18 回日本心血管インターベンション治療学会 

学術集会 ： CVIT 2009」 

 会場 ロイトン札幌 / 北海道厚生年金会館 

http://www.jsic-h.com/2009JSIC&JACCT/ 

japanese/index.htm 
****************************************** 
2009 年  7 月 25 日（土）13:00 ～ 16:00 
「北海道手術室安全セミナー」 

 会場 旭川大雪クリスタルホール 

       旭川市神楽 3条 7丁目 
****************************************** 
2009 年  9 月 5 日（土）～ 7 日（月） 

「いきいき福祉 2009 

（同時開催 ねんりんピック北海道・札幌 2009）」 

 会場 アクセス札幌 

         札幌市白石区流通センター4丁目3－55 
****************************************** 
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ついにデジタル一眼レフカメラを買ってしまっ

た。 

携帯カメラとコンパクトデジカメ（これだって

防水防塵でけっこう高かったのだ）では飽き足ら

ず、物欲に負けてしまったのである。 

一眼レフカメラとコンパクトカメラの最も大き

な違いとして「撮像素子（CCD）サイズの違い」

がある。撮像素子とは光をデジタルに変換するセ

ンサーであり、人間の目でいう網膜の役割を果た

す。この撮像素子の面積が一眼レフのほうがコン

パクトに比べてずっと広いため、例え有効画素数

が同じでも忠実に色を再現できて画質が上がると

いうことである。 

またレンズを交換できる点も一眼レフのメリッ

トである。焦点距離の違い（広角レンズや望遠レ

ンズ）、レンズ固有の明るさなどを考えて、撮影対

象に適したレンズを選ぶのが楽しみの一つでもあ

る。これが高じると物欲に任せてレンズを際限な

く集めてしまいたくなる「レンズ沼」という症状

に陥るらしい。私も最初に厳選して2本買ったの

に、すでにもう1本広角レンズが欲しくなってき 

 

ている。 

それから単純にカメラの構え方がクラシックで

「撮ってる」感じがするのが良い。ファインダー

を覗かない今のコンパクトデジカメの写し方はや

っぱり今でも違和感がある（年齢によるのだろう

か…）。 

このように利点のある一眼レフとはいえ、カメ

ラさえ買えばすぐにカッコいい写真が撮れるかと

いうとそうは問屋がおろさない。一眼レフにはカ

メラにお任せのオート設定のほかに「シャッター

スピード」やら「絞り」やら「露出補正」といっ

た小難しい設定が色々あるので、それらの意味を

理解して撮らないと真っ黒な写真やボケボケ写真

が量産されたりする。オート設定で撮ったとして

も、素人目には一見コンパクトカメラで撮ったほ

うがシャープで鮮やかな写真に見える場合すらあ

る。逆に言うと、自分なりに設定して想いを表現

できるのが一眼レフの面白さなのだろうが、ヒヨ

ッコにはなかなか難しくそう簡単に自在に使いこ

なせるものではない。 

とはいえ素晴らしい風景に出会ったり素晴らし

い写真を見ると、何とかして自分も近づきたい、

撮りたいと思うのも事実。何気なく見ていた日常

の景色も、カメラの枠に収めるならどうだろう？

と違う視点で見直せたりする。カメラを買う前と

比べて確実に「見かた」が変わったのが面白い。 

さすがに病院で一眼レフを構える勇気は（まだ）

ないけれど。          （６年目Ａ） 

 

ついにカメラを買ってしまった 
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